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ボリュームまたは qtree のストレージコンテナを作
成します

ボリュームを作成します

を使用して、ボリュームを作成し、ジャンクションポイントやその他のプロパティを指

定できます volume create コマンドを実行します

このタスクについて

クライアントがデータを使用できるようにするには、ボリュームに junction path を含める必要があります。
ジャンクションパスは、新しいボリュームを作成するときに指定できます。ジャンクションパスを指定せずに
ボリュームを作成する場合は、を使用してSVMネームスペースにボリュームを_mount_する必要があります

volume mount コマンドを実行します

作業を開始する前に

• NFSがセットアップされ、実行されている必要があります。

• SVMのセキュリティ形式がUNIXである必要があります。

• ONTAP 9.13.1以降では、容量分析とアクティビティ追跡を有効にしてボリュームを作成できます。容量

またはアクティビティトラッキングを有効にするには、を問題します volume create コマンドにを指定

します -analytics-state または -activity-tracking-state をに設定します on。

容量分析とアクティビティ追跡の詳細については、を参照してください File System Analytics を有効にし
ます。

手順

1. ジャンクションポイントを指定してボリュームを作成します。

volume create -vserver svm_name -volume volume_name -aggregate aggregate_name

-size {integer[KB|MB|GB|TB|PB]} -security-style unix -user user_name_or_number

-group group_name_or_number -junction-path junction_path [-policy

export_policy_name]

の選択 -junction-path 次のようなものがあります。

◦ ルートの直下。例： /new_vol

新しいボリュームを作成し、 SVM のルートボリュームに直接マウントされるように指定することが
できます。

◦ 既存のディレクトリの下（例： /existing_dir/new_vol

新しいボリュームを作成し、ディレクトリとして表現されている既存のボリューム（既存の階層内）
にマウントされるように指定できます。

新しいディレクトリ（新しいボリュームの下の新しい階層）にボリュームを作成する場合は、次のよ
うに指定します。 `/new_dir/new_vol`その後、SVMルートボリュームにジャンクションされた新しい
親ボリュームを作成しておく必要があります。その後、新しい親ボリューム（新しいディレクトリ）
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のジャンクションパスに新しい子ボリュームを作成します。

[+] 既存のエクスポートポリシーを使用する場合は、ボリュームの作成時にそのポリシーを指定できま

す。エクスポートポリシーは、を使用してあとから追加することもできます volume modify コマンドを
実行します

2. 目的のジャンクションポイントでボリュームが作成されたことを確認します。

volume show -vserver svm_name -volume volume_name -junction

例

次のコマンドは、 SVM vs1.example.com およびアグリゲート aggr1 上に、 users1 という名前の新しいボリ

ュームを作成します。新しいボリュームは、で使用できます /users。ボリュームのサイズは 750GB で、ボ
リュームギャランティのタイプは volume （デフォルト）です。

cluster1::> volume create -vserver vs1.example.com -volume users

-aggregate aggr1 -size 750g -junction-path /users

[Job 1642] Job succeeded: Successful

cluster1::> volume show -vserver vs1.example.com -volume users -junction

                          Junction                 Junction

Vserver           Volume  Active   Junction Path   Path Source

----------------- ------- -------- --------------- -----------

vs1.example.com   users1  true     /users          RW_volume

次のコマンドは、 SVM 「 vs1.example.com 」およびアグリゲート「 aggr1 」に、「 home4 」という名前の

新しいボリュームを作成します。ディレクトリ /eng/ はvs1 SVMのネームスペースにすでに存在し、新しい

ボリュームはで使用できるようになります /eng/home`をクリックします。これがのホームディレクトリに

なります `/eng/ ネームスペース：ボリュームのサイズは750GBで、ボリュームギャランティのタイプはで

す volume （デフォルト）。

cluster1::> volume create -vserver vs1.example.com -volume home4

-aggregate aggr1 -size 750g -junction-path /eng/home

[Job 1642] Job succeeded: Successful

cluster1::> volume show -vserver vs1.example.com -volume home4 -junction

                         Junction                 Junction

Vserver          Volume  Active   Junction Path   Path Source

---------------- ------- -------- --------------- -----------

vs1.example.com  home4   true     /eng/home       RW_volume

qtree を作成します

を使用して、データを含むqtreeを作成し、そのプロパティを指定できます volume

qtree create コマンドを実行します
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必要なもの

• SVM と新しい qtree を格納するボリュームがすでに存在している必要があります。

• SVM のセキュリティ形式が UNIX で、 NFS が設定されて実行されている必要があります。

手順

1. qtree を作成します。

volume qtree create -vserver vserver_name { -volume volume_name -qtree

qtree_name | -qtree-path qtree path } -security-style unix [-policy

export_policy_name]

ボリュームとqtreeを別 々 の引数として指定するか、の形式でqtreeパスの引数を指定できます

/vol/volume_name/_qtree_name。

デフォルトでは、 qtree は親ボリュームのエクスポートポリシーを継承しますが、独自のものを使用する
ように設定することもできます。既存のエクスポートポリシーを使用する場合は、 qtree の作成時にポリ

シーを指定できます。エクスポートポリシーは、を使用してあとから追加することもできます volume

qtree modify コマンドを実行します

2. qtree が必要なジャンクションパスで作成されたことを確認します。

volume qtree show -vserver vserver_name { -volume volume_name -qtree

qtree_name | -qtree-path qtree path }

例

次の例は、ジャンクションパスがであるSVM vs1.example.com上に、qt01という名前のqtreeを作成します

/vol/data1：

cluster1::> volume qtree create -vserver vs1.example.com -qtree-path

/vol/data1/qt01 -security-style unix

[Job 1642] Job succeeded: Successful

cluster1::> volume qtree show -vserver vs1.example.com -qtree-path

/vol/data1/qt01

                      Vserver Name: vs1.example.com

                       Volume Name: data1

                        Qtree Name: qt01

  Actual (Non-Junction) Qtree Path: /vol/data1/qt01

                    Security Style: unix

                       Oplock Mode: enable

                  Unix Permissions: ---rwxr-xr-x

                          Qtree Id: 2

                      Qtree Status: normal

                     Export Policy: default

        Is Export Policy Inherited: true
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